
越後駒ヶ岳                    Ｍ・Ｔ 

期 日：９月２３日（火）～２４日（水） 晴れ 

コース：２３日 枝折峠駐車場９：００～明神峠９：４３～道行山の下１０：４５～小倉山１１：４

２～百草の池１２：５５～駒の小屋１４：２６～山頂１４：５６～１５：２０駒の

小屋（避難小屋）泊 

    ２４日 小屋７：００～山頂～小屋７：５７～百草の池８：４７～小倉山９：２１～明神峠

１１：１３～枝折峠駐車場１１：４５ 

 

参加者：Ｍ・Ｔ 

報 告： 

枝折峠駐車場に登山ポストが設けられ登山届を出す。自宅を４：２０分に出て駐車場着が８：４５分。

身支度を整え９：００出発。 

９：２４分仏像通過。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明神峠付近に有る枝折大明神がまつられた祠。 

５～６人は避難できるそうだ。 ９：４３分明神峠着。 

 

 

 

 

 

 



遠くに駒ヶ岳の姿が見える。尾根道は連休明けで 

静か。一人早い秋の山旅を楽しむ。 久しぶりにバアソブの花を見つける。 

湿原内立ち入り禁止の札を見かけたが、木道が整備されていて歩きやすかった。 

 

道行山山頂はこの道標から２０メートル位

登った所だが、明日の帰りに寄る事にする。 

 

 

一番左手前の尾根がこれから歩く

尾根。遠い。山頂は真ん中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

地面に埋め込まれた小倉山標識。 

歩き始めて３時間。１１：４１分なので昼

食とする。２０分休んで出発。 

 

やっと、今日の行程の半分ぐらいか？ 

１２：５５分百草の池到着。立ち入り禁止

だったが、少し先から垣間見える。 

 

 

 

 

環境回復の為立ち入り禁止となっている。一

時は水も涸れそうな時もあったようだ。この

池に荒沢岳の姿が映ると言うが、見るチャン

スは無さそうだ。荒沢岳も登りたいが一人で

は危険すぎると躊躇している。 

 

 

 

 

 

今年初めて見るツルリンドウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

歩いて来た尾根を振り返る。山は色付き装いだ

している。 

１４：０９分下山する駒の小屋の管理人さんと

出会う。本日の宿泊者私と女性２人組の３人と

の事。管理費として宿泊２０００円也。 

 

１４：２６分小屋到着。ザックを置いて山頂目指

す。途中、本日同宿のお二人とすれ違うが山頂の

紅葉は綺麗と嬉しい言葉。 

 

 

１４：５１分中の岳との分岐到着。 

目指す山頂は近い。言葉通り２０００ｍ

付近は紅葉が進んでいた。すれ違った二

人から山頂には誰も居ないと聞いていた

が人影が見えた。走って降りてくる姿を

見た。最近は何処にでもトレールランナ

ーがいるようだ。 

 

 



幾つもある山頂標識から一つ選び自分の帽

子を被せストックを持たせて記念写真。 

一人山頂を独占しウキウキ気分。 

左端の高い山が中の岳。縦走したくなった。

中の岳山頂付近にも避難小屋あり、ここから

６時間と地図を片手に夢が膨らむ。 

中の岳をアップ。恰好いいなー。 

 

 

 

今年の紅葉、黄葉は期待できそうに思う。 

 

 

 

 

 

 

 

２５分も山頂で３６０°の展望を楽しみ小屋に

戻る事にした。 

 

１５：２３分太陽は傾き始め自分自身の影が長―

く伸び小屋への道連れとなった。 

 

 

夕食は残り野菜を持参したので野菜たっぷりのラー

メンを作り一人にこにこ食べる。 

夕食後、部屋の窓から見えた夕焼け。実際はもっと

全体が大きくピンクだった。 

 

 

 

 

 

 



 

翌朝、再度駒ヶ岳山頂に行く。 

昨日よりも紅葉が鮮やかになっているよう

な気がした。中の岳も気になる存在となっ

て心に残る。 

 

 

下山する尾根をカメラで追う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「百草の池」と標識の有る所では全体像が解

からなかったが、尾根上から見下ろすと丸い

形の池で有る事が解かる。写真中央部。 

 

 

 

 

 

登り６時間、下り３時間４５分の山行だった。 

復路の車窓から撮った越後駒ヶ岳の山体。 

下山後登山ポストより自分の届けを回収する。 


